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集中コース参加者 5 人に 5 人のチューター（日本語教員養成課程の学生）を配置し、著者




















































そこで本稿では、2007 年度から 2015 年度にかけてチューティを対象に実施した質問紙
調査結果に基づいて、その特徴と問題点を明らかにしたい。これまでに述べた通り、全国的
に見てもボランティアによるチュータリングをテーマとした研究はほとんど存在しないた
め、ここ 10 年間の WAWA のチューター活動を記録し、考察を加えることには大きな意義
があると考える。 




















2007 年度から 2013 年度にかけて、予備教育学生に対しては、原則として毎学期「日本事
情」科目の最後の授業で直接手渡した。調査実施時期は、概ね 7 月下旬（前期）、1 月下旬
（後期）であった。回収方法は、その場での提出、または後日筆者の研究室へ持参し提出の
いずれかとした。その他の留学生に対しては、2007 年度から 2013 年度にかけて、チュー
ター或いはチューターのリーダーを通じて手渡し、原則として後日筆者の研究室へ持参し
提出することとした。実施時期は予備教育学生に準じた。2014 年度と 2015 年度は、チュ
ータリング実施後に調査対象留学生宛ての電子メールに調査票を添付して送付し、メール
での回答を求めた。 
 2007 年度から 2015 年度にかけて毎学期末に調査を実施したが、不注意により回収した
2012 年度分の調査票を紛失してしまったため（９）、本稿では 2012 年度を除いたデータを用
いて分析することをお断りしておきたい。2012 年度を除く 8 年間に予備教育学生 78 人と
その他の留学生 42 人の合計 120 人に対してチューターを配置した。この 120 人を対象に
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ボランティアによるチュータリングの現状と課題－留学生に対するアンケート調査結果を踏まえて－





















 年齢は、18 歳から 35 歳までの幅がある。10 代 6 人（7.4％）、20 代前半・後半ともに 22
人（27.2％）であり、20 代が 44 人で 54.3％を占め、30 代 31 人（38.3％）である。10 代
は全員が日韓予備教育学生であり、日韓予備教育学生 14 人の年齢は 18 歳から 20 歳の間に
あり、平均年齢は 19.5 歳である。これに対して、日本語研修生 35 人の平均年齢は 29.5 歳








 出身国は 27か国に跨り、アジア 11か国 57人、アフリカ 6か国 12人、中東 3か国 5人、
ヨーロッパ 3か国 3人、オセアニア 2か国 2人、中南米 2か国 2人である。アジア出身者
が全体の 70.4％を占める。国別にみると、多い順で、①韓国 15人、②中国 9人、③バング




出身国 人 出身国 人 
韓国 15 エジプト 4 
中国 9 ケニア 3 
バングラデシュ 7 ガーナ 2 
インドネシア 5 アルジェリア 1 
フィリピン 5 スーダン 1 
ミャンマー 5 マダガスカル 1 
ベトナム 3 アイスランド 1 
インド 3 ハンガリー 1 
カンボジア 2 ポーランド 1 
パキスタン 2 コスタリカ 1 
タイ 1 パラグアイ 1 
トルコ 3 オーストラリア 1 
オマーン 1 パプアニューギニア 1 
クウェート 1 合 計 81 
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 (4)在籍身分 
 回答者 81 人の在籍身分をみると、日本語研修生が 35 人（43.2％）と最も多く、日韓予
備教育学生は 14人（17.3％）であり、両者を合わせた予備教育学生 49人が全体の 60.5％
を占める。これに対して、その他の留学生の内訳は、研究生 15人（18.5％）、大学院正規生
12人（14.8％）、日研生 4人（4.9％）、交換留学生 1人（1.2％）である。 
 
 
図３ 在籍身分（N=81）  
 
(5)専攻分野 
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(6)経費別在籍身分 
 経費別在籍身分をみると、研究生 15 人中 8 人及び大学院正規生 12 人中 7 人が国費であ
り、これに予備教育学生 49 人、日研生 4 人を加えた 68 人が国費である。国費が全体の





59 人（72.8％）、「2 人」の名前を回答した者が 22 人（27.2％）であった。 





 「チューターと定期的にあったか」という質問に対して、「はい」と回答した者が 55 人
（67.9％）、「いいえ」と回答した者が 25 人（30.9％）であり、「無回答」が 1 人あった。 










図５ チューターと定期的に会ったか（N=80）  
はい, 55
いいえ, 25
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図７ チューターに対する満足度（5 段階評価 N=81） 
 
4.6 何か意見があるか（自由記述） 
 記述式で意見を求めたところ、5 人から日本語で、29 人から英語でコメントが寄せられ
た。34 人のコメントを整理してみると、①チューターに対する賛辞が 21 人、②チューター
への不満が 8 人、③WAWA のチューター制度への称賛が 3 人、WAWA のチューター制度へ
の不満が 2 人であった。コメントの例をいくつか紹介しておきたい。 
 チューターからのサービスに満足しているチューティからのコメント 
・①の例：My life here would have been very difficult without her help and constant 
support. 
・①の例：My tutors were both very friendly and offered their advice and help in various 
areas. 
・③の例：I believe this program is very helpful to all international students since we are 
not yet very familiar with the Japanese culture, language and the different palaces here 
in Okayama. 
 チューターから十分なサービスを受けられなかったチューティからのコメント： 












非常に不満, 3 無回答, 1





2011 年度前期から 2015 年度前期にかけての 4 年半の間、これらの在籍身分を有する留学
生からチューターを配置してほしいという要望がなかった。その結果、チューティは予備教
育学生を中心とした国費留学生が 8 割強を占め、出身国別では韓国が最も多い。専攻分野
別にみると、理系 5 割弱、文系 4 割弱、生命系 1 割強であるが、教員研修生の進学先であ
















統計的な有意差（χ2 (1) = 21.641, p < .001）が存在することが明らかになった。 
また、満足度得点に関する両群間の平均値の差について、ｔ検定を行ったところ、両群間






 満足率（実数） 非満足率（実数） 平均値（標準偏差） 
定期的接触有群（N = 55） 96.4 （53） 3.6 （2） 4.691 （0.599） 
定期的接触無群（N = 24） 54.2 （13） 45.8 （11） 3.333 （1.179） 
 







得点（平均値と標準偏差）の 2 つの指標を用いて分析し、その結果を表 3 に示した。 
満足率（非満足率）の差について、χ2検定を行ったところ、チューター都合群とチュー











 満足率（実数） 非満足率（実数） 平均値（標準偏差）
チューター都合群（N = 13） 20.0 （2） 78.6 （11） 2.500 （1.284） 








のが表 4 である。 
チュータリングを受けた項目数と満足度得点との相関関係について、ピアソンの積率相





－  144  － －  145  －
ボランティアによるチュータリングの現状と課題－留学生に対するアンケート調査結果を踏まえて－
ング得点を算出し、表 5 に示した。チュータリング得点の平均値に関する両群間の差を t 検




表４ チュータリングを受けた項目数と満足度の関係（N = 80） 
  チュータリング項目数  
  0項目 1項目 2項目 3項目 4項目 計 
 ５：とても満足している 0 5 12 21 6 44 
満 ４：満足している 0 7 9 7 0 23 
足 ３：普通 1 3 3 0 0 7 
度 ２：不満である 0 3 0 0 0 3 
 １：非常に不満である 1 2 0 0 6 3 
 計 2 20 24 28 6 80 
注）このほかに満足度を答えなかった者が 1 人。 
 
表５ 満足群と非満足群の受け取ったチュータリング量の比較 
 平均値 （標準偏差） ｔ 検定 
満足群（N = 67） 2.418 （0.884） t (78) = 5.166,  




























答したチューティが今回の調査では回答者 81 人中 6 人（7.4％）存在する。これに対して、
前回の調査では 132 人中 2 人（1.5％）であり（岡・坂野，2006：10）、前回の調査に比べ








 21 世紀初頭、本学において WAWA によるチューターの配置を必要とする予備教育学生
は年間 30 人を超えていたが（１２）、2004 年度には 16 人に激減し、研究生などの在籍身分を
有する留学生に対してもチュータリングを開始した。2004 年度から 2010 年度までは概ね
毎学期、研究生、大学院正規生、日研生などの在籍身分を持つ複数の留学生がチューターの
配置を希望した。しかし、2011 年度前期から 2015 年度前期までの 4 年半の間（１３）、これ
らの留学生からチューター配置の要望がなかった。かろうじて、2015 年度後期には日研生
4 人にチューターを配置することができた。 











手渡し法により調査票を配布し、同じ方法で回収した 2007 年度から 2013 年度に絞ってみ
ると、回収率は 80.9％である。これに対して、電子メールに調査票を添付して配布し、電子













 岡山大学では 2016 年度に 60 分授業が導入され、WAWA 学生スタッフはこれまで以上に
忙しくなり、ミーティングの時間を確保することすら難しくなった。しかし、その一方で学










(1) WAWA の詳細に関しては、岡・安藤（2013）を参照願いたい。 
(2)留学生センター内部資料によると、2000 年度から 2004 年度にかけて本学の日本語研修
コースに在籍した 137 人のうち、日本語未習者は 121 人で 88.3％を占める。 
(3)2000 年度後期から 2005 年度後期にかけて日本語研修コースに在籍した 134 人の日本語
研修生に対して、毎学期末の授業で質問紙調査を実施し、132 人から回答を得られ、回収率
は 98.5％であった。 
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(4)2000 年度後期から 2005 年度後期にかけて日本語研修コースに在籍した日本語研修生に
対して延べ 192 人のボランティアチューターを配置した。毎学期末チューターのリーダー
を通して質問紙調査を実施・回収した。144 人から回答があり、回収率は 75.0％であった。 
(5)2000 年度後期から 2006 年度後期にかけて在籍した日韓予備教育学生 30 人に対して延
べ 46 人のボランティアチューターを配置した。各学期末に双方に対して質問紙による調査
を実施し、チューティは全員が回答、回収率 100.0％、チューターは 33 人が回答し、回収
率 71.7％であった。 







2 年生が WAWA の活動の中心となることから 2005 年度を以てゆとり教育世代の入学時期
と考える。 
(8)各年度の日本語研修生受入れ数の平均は、1992 年度～2003 年度が 30.9 人、本学留学生
センターが日本語教育のハブ機能を失った 2004 年度～2006 年度が 12.0 人、文部科学省の
国費留学生配置方針転換後の 2007 年度～2016 年度が 6.6 人である（数値は内部資料によ
り算出）。 
(9)回収直後に行った大まかな集計結果が岡・石田・中島・廣田（2013：55-57）に掲載され
ており、前期後期合わせて 12 人の予備教育学生に対して 14 人のチューターを配置し、留
学生 6 人、チューター10 人から回答があったことが確認できる。 
(10)ここでは①の 3 つの下位分類項目については無視する。 
(11)岡・廣田・中島（2008）の pp.44-46 に収め、WAWA スタッフに配布した。 
(12)予備教育学生数は 2000 年度 33 人、2001 年度 35 人、2002 年度 42 人、2003 年度 29
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